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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成27年10月15日(2015.10.15)

【公開番号】特開2014-48702(P2014-48702A)
【公開日】平成26年3月17日(2014.3.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-014
【出願番号】特願2012-188712(P2012-188712)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０８Ｇ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    7/00     ２００Ｃ
   Ｇ０６Ｔ    7/00     ３００Ｆ
   Ｇ０８Ｇ    1/16     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月27日(2015.8.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像認識装置における画像認識方法であって、
　画像のフレームに設定された複数の探索領域のそれぞれについて画像から目標物体の画
像を示す目標物体領域を探索する第１の過程と、
　前記複数の探索領域のそれぞれについて探索を行う毎に、過去に探索された前記目標物
体領域が含まれる周辺領域について前記目標物体領域を追跡する第２の過程と、
を含み、
　前記第１の過程において、前記目標物体領域を探索する探索領域の順序が予め定められ
ており、前記複数のうち１つの探索領域について目標物体領域の探索を終了し、前記目標
物体領域を追跡した後、前記複数のうち他の１つの探索領域について探索を開始し、
　前記第１の過程において、大きさがそれぞれ異なる領域であって、前記複数の探索領域
の全ての領域である全体領域が複数設定されており、前記１つの探索領域について目標物
体領域の探索を行い、前記目標物体領域を追跡する周期毎に、前記複数の全体領域それぞ
れの当該周期に対応する探索領域について前記目標物体領域を探索し、
　前記第２の過程において前記目標物体の画像との相関性を示す判別値に対する閾値が、
前記第１の過程おける前記目標物体に対する閾値よりも低く、
　前記第１の過程において、前記目標物体領域を探索するために識別器又は弱識別器が用
いられ、
　前記第２の過程において、前記目標物体領域を追跡するために識別器又は弱識別器が用
いられ、
　前記第２の過程において、前記目標物体領域を探索するために用いられる識別器又は弱
識別器の個数は、前記第１の過程において、前記目標物体領域を探索するために用いられ
る識別器又は弱識別器の個数よりも少なく、
　前記第２の過程において追跡した前記目標物体領域に画像が示された目標物体が、前記
第１の過程において探索した目標物体領域に画像が示された目標物体と同一か否かを判定
し、
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　異なると判定されたとき、前記第１の過程において探索した目標物体領域を前記第２の
過程において追跡する目標物体領域に追加する、
画像認識方法。
【請求項２】
　前記第２の過程において、追跡した目標物体領域の位置及び大きさのパラメータのうち
少なくとも一方のパラメータと、前記第１の過程において探索した目標物体領域の当該少
なくとも一方のパラメータに基づいて、前記追跡した目標物体領域に画像が示された目標
物体と、前記探索した目標物体領域に画像が示された目標物体とが同一か否かを判定する
、
請求項１の画像認識方法。
【請求項３】
　前記第２の過程において、前記周辺領域の一部の領域から特徴点を検出し、検出した特
徴点の位置の時間変化に基づいて、前記目標物体の画像が示される目標物体領域を定める
、
請求項１又は２の画像認識方法。
【請求項４】
　前記第１の過程及び前記第２の過程において、予め定めた画像特徴量として輝度の勾配
方向毎の勾配量、輝度の勾配方向毎の度数、勾配方向矩形特徴量又は輝度値を用いて前記
目標物体を識別する、
請求項１から３の何れかの画像認識方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本願は、画像認識方法に関する。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明は上記の課題を解決するためになされた画像認識装置における画像認識方法であ
って、　画像のフレームに設定された複数の探索領域のそれぞれについて画像から目標物
体の画像を示す目標物体領域を探索する第１の過程と、　前記複数の探索領域のそれぞれ
について探索を行う毎に、過去に探索された前記目標物体領域が含まれる周辺領域につい
て前記目標物体領域を追跡する第２の過程と、を含み、　前記第１の過程において、前記
目標物体領域を探索する探索領域の順序が予め定められており、前記複数のうち１つの探
索領域について目標物体領域の探索を終了し、前記目標物体領域を追跡した後、前記複数
のうち他の１つの探索領域について探索を開始し、　前記第１の過程において、大きさが
それぞれ異なる領域であって、前記複数の探索領域の全ての領域である全体領域が複数設
定されており、前記１つの探索領域について目標物体領域の探索を行い、前記目標物体領
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域を追跡する周期毎に、前記複数の全体領域それぞれの当該周期に対応する探索領域につ
いて前記目標物体領域を探索し、　前記第２の過程において前記目標物体の画像との相関
性を示す判別値に対する閾値が、前記第１の過程おける前記目標物体に対する閾値よりも
低く、　前記第１の過程において、前記目標物体領域を探索するために識別器又は弱識別
器が用いられ、　前記第２の過程において、前記目標物体領域を追跡するために識別器又
は弱識別器が用いられ、　前記第２の過程において、前記目標物体領域を探索するために
用いられる識別器又は弱識別器の個数は、前記第１の過程において、前記目標物体領域を
探索するために用いられる識別器又は弱識別器の個数よりも少なく、　前記第２の過程に
おいて追跡した前記目標物体領域に画像が示された目標物体が、前記第１の過程において
探索した目標物体領域に画像が示された目標物体と同一か否かを判定し、　異なると判定
されたとき、前記第１の過程において探索した目標物体領域を前記第２の過程において追
跡する目標物体領域に追加する、画像認識方法に関する。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
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